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近年， 網上での音声通信である が急速に普及している． 網

は通信品質確保のため外部と接続する場合，従来の電話網を用いるなどデータ通信用の

網とは異なった通信路を利用している．しかし，さらなるアクセス系の広帯域化により，共

通の 網への統合が進み他のデータ通信トラフィックと混在することで， の通信品

質確保が困難となる．

本論文では， が他の ネットワークに統合されたネットワークにおいて，電話ア

プリケーションへ優先的に帯域を割り当てる優先帯域割当方式を提案した．本研究では，ア

クセス系ネットワークとの接続点において，配送の区別化を行うキューイング方式に焦点を

あてた．また，提案方式は，優先度情報を付加しパケットをキューに分類するクラシファイ

ア，キューの送出割合を制御するパケットスケジューラ，キューのオーバヘッドを回避する

ためのドロッパから構成した．さらに， トラフィックの特性に合わせて，動的に送出

割合を変更する重み付けによる転送と，単一のフローではなく複数のフローをまとめたクラ

スによるキューの分割を行った．検証実験の結果，送受信双方の接続点において輻輳が発

生する場合において，遅延とジッタの増加を一定量に収束させることができることを確認

した．この結果より，輻輳時においても トラフィックに十分な送出割合を与えること

で，他のデータ通信トラフィックの帯域を確保しながら，遅延とジッタを一定量に抑えるこ

とができることを確認した．

キーワード ， ，キューイング方式，優先帯域割当





， ， ，


